
・読者の声

・購読者を募集しています！

・次号予告

・編集後記

私の地域の元気興し「S-1 グランプリ 第２回いがす大賞」②
　北限の茶を守る気仙茶の会（岩手県陸前高田市）

まちの仕組み㉛
　住まいの再建で「地域に溶け込む支援」を意識（岩手県一関市）

まじわる災害公営住宅 ⑧
　燕沢東復興公営住宅入居者支援者の会（宮城県仙台市宮城野区）
　若林西復興公営住宅 若林西せせらぎ会（宮城県仙台市若林区）

震災から20 年　復興公営住宅への転居期の課題と実践①
　（社会福祉法人 宝塚市社会福祉協議会 事務局長 佐藤寿

ひさかず

一さん）　
 
宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

暮らしを支える支援員⑬
　災害公営住宅に「高齢者生活相談所」を開設
　社会福祉法人 多賀城市社会福祉協議会（宮城県多賀城市）

［2015年5月20日発行］

33vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

誰もが100円で憩える仙台市泉区の「山の寺喫茶室」

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。

9探そう・つくろう、
みんなの「たまり場」特集

10

15

本体 286 円 + 税

● 世代や地域を越えて人が集まる木工工房
   夢工房葛

かつろう

桜（福島県三春町［葛尾村仮設住宅］）
 
● 100円喫茶で、地域住民の出会いと和を創出
    山の寺地区社会福祉協議会（宮城県仙台市泉区）
 
● 地域のために民間が運営する公民館
   オーリンクハウス（宮城県石巻市）

3

7

5

☆専門家に聞く地域づくりのヒント
　（文京学院大学人間学部　准教授　中島 修さん）

16

12

14
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み ん な の
「 た ま り 場 」

探そう・つくろう

あなたは、家や職場以外の居場所を持っていますか。

外出して人と会い、話のできる場を知っていますか。

「持っていない」「知らない」とすると、

何らかの理由で勤めを辞めてしまえば、

家にひきこもるだけの生活になりかねません。

家族もいなければ、ずっと誰とも会わず、

会話のない日々を過ごすことになるかもしれません。

そうならないためには、

ちょっとした場所があればいいのです。

気軽に立ち寄れて、誰かがそこにいて、話ができる…

お茶を飲むだけでもいい。座ってくつろぐだけでもいい。

サークルやサロン、イベントでなくとも、

地域には自由な「たまり場」がきっとあります。

喫茶店、食堂、飲み屋、商店の店先や道ばた、

田畑のあぜだっていい。

探してみましょう。

なければ、つくってしまいましょう。

仲間はもちろん、見知らぬ人同士も言葉を交わせるような、

居心地のいい、みんなの「たまり場」を。

住んでいる場所が被災地であろうとなかろうと、

あなたが被災者であろうとなかろうと。
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世代や地域を越えて人が集まる木工工房
◎夢工房葛

かつろう

桜（福島県三春町［葛尾村仮設住宅］）

● 男性向けで出発し、やがて年齢性別を問わないつどいの場へと発展。
● 小さなプレハブハウスでも、住民交流の大きな効果を生み出せる。

ポイント

特集 復興と地域包括ケア

工房の様子。作業をせず、お茶飲みや世間話をするだけでもかまわない

特集 探そう・つくろう、みんなの「たまり場」

工房は床面積 10 坪ほどのプレハブ

福
島
県
葛
尾
村
か
ら
の
避
難

者
が
暮
ら
す
三
春
町
内
の
仮
設

住
宅
団
地
に
、
プ
レ
ハ
ブ
の
小

さ
な
木
工
工
房
が
あ
る
。
工
房

に
は
、
60
歳
前
後
の
男
性
を
中

心
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
世
代
の
男
女
が
集
ま

る
。
仮
設
住
宅
の
住
人
は
も
ち

ろ
ん
、
各
地
の
民
間
住
宅
借
り

上
げ
方
式
の
仮
設
住
宅
（
み
な

し
仮
設
住
宅
）に
暮
ら
す
人
や
、

三
春
町
を
は
じ
め
他
市
町
村
の

住
民
も
訪
れ
る
。
工
房
の
名
は

「
夢
工
房
葛
桜
（
か
つ
ろ
う
）」。

葛
尾
村
と
三
春
町
の
「
滝
桜
」

か
ら
一
字
ず
つ
取
っ
た
。

男
性
に
外
出
の
き
っ
か
け
を

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
い

全
村
避
難
と
な
っ
た
葛
尾
村
の

村
民
向
け
仮
設
住
宅
は
、
三

春
町
内
に
計
10
か
所
４
４
０

戸
設
置
さ
れ
た
。
村
の
人
口

１
４
８
９
人
の
う
ち
、
ほ
ぼ
半

数
に
あ
た
る
７
５
８
人
が
入
居

し
て
い
る
（
２
０
１
５
年
３
月

１
日
時
点
）。
高
齢
化
率
は
、

村
全
体
で
35
・
１
％
、
仮
設
住

宅
に
限
っ
て
は
47
・
５
％
に
上

る
。
２
０
１
１
年
６
月
の
入
居

開
始
以
降
、
村
と
村
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
見
守
り
や
サ
ロ
ン

な
ど
で
孤
立
防
止
と
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

な
か
で
、
中
高
年
男
性
の
ひ
き

こ
も
り
が
課
題
と
し
て
浮
上
。

「
女
性
が
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
に
活
発
に
参
加
す
る
一
方
、

男
性
は
、
仮
設
住
宅
か
ら
出
て

来
な
い
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す
」

こ
う
語
る
の
は
、
村
教
育
委

員
会
の
社
会
教
育
係
長
、
松
本

智
恵
子
さ
ん（
※
4
月
よ
り
総

務
課
総
務
企
画
係
長
）。村
教
委

は
、
公
民
館
事
業
の一環
と
し
て

仮
設
住
宅
で
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
避
難
者
の
生
活

実
態
を
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
。

中
高
年
男
性
の
ひ
き
こ
も
り

傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

頃
、
避
難
者
支
援
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
手
が
け
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
お
に
ス
ポ
（
北
海
道
登
別
市
）

が
、
支
援
ニ
ー
ズ
を
探
る
た
め

太平洋

福島県
三春町

山形県

栃木県

茨城県

宮城県

福島県
葛尾村
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夢工房葛桜（ゆめこうぼう・かつろう）
◎所在地：福島県三春町大字狐田字沢口9 ‐1  （狐田
仮設団地敷地内）
◎設置者 ：ＮＰＯ法人おにスポ（北海道登別市中央
町４‐11ショッピングセンターアーニス内  /電話０１４３‐
83‐６４４４）
◎連絡先：葛尾村教育委員会社会教育係（福島県
三春町大字貝山字井堀田２８７‐１ / 電話 ０２４７‐６１‐
２８５０）

DATA

※福島県では、原発避難者向けに整備する公営住宅を「復興公営住宅」、津波などで家を失った被災者向けを
「災害公営住宅」と呼称しています

村
教
委
と
話
し
合
い
を
始
め
た
。

理
事
長
の
磯
田
大だ

い
じ治
さ
ん

は
、「
と
に
か
く
、
男
性
を
外

に
出
て
来
さ
せ
る
何
か
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
。

男
性
が
興
味
を
持
ち
、
生
き

が
い
づ
く
り
や
交
流
創
出
に
も

な
る
も
の
と
し
て
、
木
工
が
選

ば
れ
た
。
避
難
者
の
な
か
に
元

大
工
が
お
り
、
工
房
運
営
へ
の

協
力
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
決

め
手
に
な
っ
た
。

お
に
ス
ポ
が
、
県
の
補
助

金
（
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
）を
活
用
し
て
工
房
の
設
置
・

運
営
費
を
確
保
。
13
年
１
月
、

開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
補
助
は

単
年
度
だ
が
、
ひ
き
こ
も
り
防

止
や
交
流
創
出
が
高
く
評
価
さ

れ
、
14
年
度
ま
で
３
か
年
連
続

で
交
付
を
受
け
て
い
る
。

工
房
は
、
狐き

つ
ね
だ田
仮
設
団
地
の

敷
地
内
に
あ
る
10
坪
ほ
ど
の
プ

レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
。
同
仮
設
住
宅

に
住
む
大
槻
勇
吉
さ
ん（
66
歳
）

と
、
島し

ま
ぬ
き抜
年
秋
さ
ん
（
65
歳
）

の
２
人
が
、管
理
人
を
務
め
る
。

そ
れ
ぞ
れ
林
業
、
大
工
の
経
験

を
持
つ
。
島
抜
さ
ん
は
工
房
に

つ
い
て
、「
避
難
先
で
も
趣
味

や
経
験
を
生
か
し
て
、
や
れ
る

こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
」
と
語
る
。

規
制
設
け
ず
自
由
に
運
営

工
房
は
、
管
理
人
が
２
人
と

も
不
在
と
な
ら
な
い
限
り
、
開

い
て
い
る
。
実
際
に
は
、
土
日

も
含
め
ほ
ぼ
毎
日
、
午
前
10
時

ご
ろ
か
ら
午
後
４
時
ご
ろ
ま
で

開
く
。
運
営
上
、
こ
れ
と
い
っ

た
決
ま
り
ご
と
は
な
い
。

「
規
制
を
設
け
な
い
こ
と
が
、

唯
一
の
規
制
」
と
島
抜
さ
ん
。

い
つ
誰
が
来
て
も
か
ま
わ
な

い
。
会
員
登
録
や
事
前
予
約
な

ど
は
不
要
。
お
茶
飲
み
、
世
間

話
、
休
憩
に
立
ち
寄
る
だ
け
で

も
か
ま
わ
な
い
。

常
連
の
な
か
に
は
、
80
歳
代

の
高
齢
者
や
、
た
だ
ほ
か
の
人

の
作
業
を
見
物
す
る
の
が
楽
し

い
と
い
う
人
も
い
る
。
季
節
や

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
に
も
な
る
。
仮

設
住
宅
の
女
性
陣
も
、
気
兼
ね

な
く
出
入
り
す
る
。
食
べ
も
の

を
持
ち
寄
れ
ば
食
事
会
に
、
夕

刻
以
降
に
場
が
盛
り
上
が
れ

ば
、
宴
会
に
発
展
す
る
。

「
工
房
と
い
う
よ
り
談
話
室

だ
ね
。
今
の
村
の
状
態
は
ど
う

だ
と
か
、
生
活
再
建
を
ど
う
す

る
か
と
か
、
情
報
交
換
の
場
で

も
あ
る
ん
だ
よ
」（
島
抜
さ
ん
）

１
日
の
来
訪
者
は
通
常
３
～

４
人
。
多
い
時
は
、
20
人
近
く

訪
れ
る
。木
工
を
し
た
い
人
は
、

管
理
人
の
許
可
を
得
て
工
具
や

材
料
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

木
工
の
初
心
者
で
も
、
管
理
人

が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ
る
。

「
上
手
下
手
は
関
係
な
い
。

童
心
に
戻
っ
て
『
わ
っ
さ
』
を

す
る
。そ
れ
で
い
い
ん
だ
」（
同
）

わ
っ
さ
と
は
、
地
元
の
方
言

で
手
仕
事
、
手
遊
び
と
い
っ
た

意
味
。
ペ
ン
立
て
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
フ
ク
ロ
ウ
や
ネ
コ
を
か

た
ど
っ
た
小
物
類
な
ど
、
工
房

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
が
い
く
つ

か
あ
り
、
販
売
も
し
て
い
る
。

女
性
陣
の
手
に
よ
る
編
み
カ
ゴ

な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
製
品
も

あ
る
。

気
軽
に
木
工
体
験
が
で
き
る

こ
と
、
自
由
な
雰
囲
気
、
管
理

人
の
気
さ
く
な
性
格
を
慕
っ
て
、

村
の
避
難
者
は
も
と
よ
り
、
三

春
町
や
周
辺
市
町
村
の
住
民
も

集
ま
る
。
小
さ
な
工
房
が
、
大

き
な
交
流
を
生
み
出
し
て
い
る
。

設
置
主
体
の
お
に
ス
ポ
は
、

今
年
度
も
県
に
補
助
を
申
請
。

順
調
に
推
移
す
れ
ば
、
審
査
手

続
き
な
ど
を
経
て
６
月
初
旬
に

は
交
付
決
定
の
運
び
と
な
る
。

た
だ
、
当
面
継
続
で
き
た
と

し
て
も
、
仮
設
住
宅
団
地
は
い

ず
れ
撤
去
さ
れ
る
。

村
は
、
国
に
よ
る
除
染
の
状

況
も
に
ら
み
つ
つ
、
来
年
４
月

を
帰
村
開
始
の
目
標
時
期
と
す

る
。
ま
た
、
帰
還
困
難
区
域
に

住
ん
で
い
た
村
民
向
け
な
ど

に
、
三
春
町
内
に
復
興
公
営
住

宅
１
２
５
戸
を
建
設
中
で
、
来

年
４
月
以
降
入
居
が
始
ま
る
。

工
房
の
行
く
先
は
、
決
ま
っ

て
い
な
い
。

村
と
復
興
公
営
住
宅
の
両
方

に
工
房
を
置
く
の
が
理
想
的
だ

が
、
設
置
費
や
運
営
を
担
う
人

材
の
確
保
が
課
題
。村
教
委
は
、

関
係
各
課
と
も
連
携
し
つ
つ
、

継
続
の
方
途
を
探
っ
て
い
る
。

被
災
の
有
無
、
地
域
、
年
齢
、

性
別
を
超
え
て
人
び
と
が
集
う

工
房
は
、
村
で
も
復
興
公
営
住

宅
で
も
、
交
流
と
支
え
合
い
の

拠
点
に
な
り
う
る
。
恒
久
化
を

実
現
し
、
地
域
づ
く
り
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

「避難先でも趣味や経験を生かして、やれることがある」

夢工房葛
かつろう

桜

管理人　島抜 年秋さん

特集 探そう・つくろう、みんなの「たまり場」

木

※
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特集 探そう・つくろう、みんなの「たまり場」

◎山の寺地区社会福祉協議会（宮城県仙台市泉区）

100円喫茶で、地域住民の出会いと和を創出
男性の利用の多さが特徴

ポイント

● 誰でも100 円で自由に集える「喫茶室」は、男女問わず好評。
● 輪番による「マスター・ママ制」で、運営も無理なく。

自
由
に
出
入
り
で
き
る
喫
茶

仙
台
市
泉
区
山
の
寺
地
区

で
活
動
す
る
「
山
の
寺
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
」
で
は
、

2
0
1
2
年
５
月
か
ら
「
山

の
寺
喫
茶
室
」
を
集
会
所
で
始

め
た
。
月
３
回
、
10
時
か
ら
11

時
半
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
お

り
、
そ
の
時
間
帯
は
誰
で
も
自

由
に
出
入
り
で
き
る
。
１
回

1
0
0
円
を
支
払
え
ば
、
コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
が
飲
み
放
題
で
、

お
茶
菓
子
付
き
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
な
く
、
場
所
だ
け
を
提
供
す

る
“
喫
茶
店
”
の
よ
う
な
場

だ
。
毎
回
40
人
ほ
ど
の
参
加
が

あ
り
、
男
性
の
姿
も
多
い
。

誰
も
が
た
わ
い
も
な
い
お

し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
る
。

折
っ
た
紙
を
重
ね
て
作
成
す
る

「
鶴
づ
く
り
」
の
講
習
会
が
開

か
れ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
も
あ
れ

ば
、
町
内
会
の
役
員
が
集
ま
っ

て
新
年
度
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

う
人
た
ち
も
。「
こ
こ
は
ね
、

コ
ー
ヒ
ー
も
い
い
け
ど
、
薬
草

茶
が
美
味
し
い
ん
だ
よ
」
と
、

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
置
か
れ
た

ポ
ッ
ト
の
存
在
を
教
え
て
く
だ

さ
る
男
性
も
い
て
、
男
女
が
入

り
混
じ
り
、
和
や
か
で
活
気
の

あ
る
空
間
が
広
が
る
。

談
笑
し
て
い
た
あ
る
男
性

は
、「
い
ろ
ん
な
人
が
住
ん
で

い
る
の
で
、
そ
の
経
験
談
を
聞

く
の
は
勉
強
に
な
る
。
皆
さ
ん

話
が
上
手
だ
し
、
聞
き
上
手
も

多
い
」
と
喫
茶
室
の
魅
力
を
話

す
。「
自
由
に
お
茶
の
み
し
て
、

話
が
で
き
る
の
が
い
い
」「
喫

茶
室
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
地
域
の
人
の
顔
と
名
前
が

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」「
集
会

所
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
」

「
こ
こ
は
山
の
寺
１
丁
目
か
ら

３
丁
目
ま
で
、
３
つ
の
町
内
会

の
人
が
混
ざ
っ
て
、
出
会
え
る

場
」
と
い
う
声
も
参
加
者
か
ら

聞
か
れ
た
。
７
割
は
常
連
で
、

ほ
か
の
地
域
の
友
だ
ち
を
誘
っ

て
喫
茶
室
を
訪
れ
る
人
も
い

る
。
地
元
の
介
護
事
業
所
の
ス

タ
ッ
フ
も
顔
を
出
す
。
地
区
社

協
会
長
の
厨

く
り
や
が
わ川
眞
夫
さ
ん
は
、喫茶室の日に合わせて、町内会の役員会を開くところも

秋田県 岩手県

山形県

太平洋

宮城県
仙台市
泉区

福島県
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特集 探そう・つくろう、みんなの「たまり場」

「
こ
う
い
う
場
が
求
め
ら
れ
て

い
た
」
と
話
す
。
風
通
し
の
よ

さ
を
感
じ
る
、
地
域
の
た
ま
り

場
だ
。

「
マ
ス
タ
ー
」「
マ
マ
」
が
運
営

東
北
学
院
大
学
に
隣
接
す

る
山
の
寺
地
区
は
、
学
生
も
暮

ら
す
地
域
だ
が
、
高
齢
化
率
は

30
%
を
超
え
る
。
地
区
社
協
で

は
、
サ
ロ
ン
な
ど
を
催
し
て
も

参
加
者
が
女
性
ば
か
り
の
現
状

を
打
破
し
よ
う
と
、
地
域
で
気

軽
に
集
え
る
場
と
し
て
「
喫
茶

室
」
の
運
営
に
乗
り
出
し
た
。

当
初
、
何
人
来
る
の
か
予
測

が
つ
か
ず
、
集
会
所
の
小
さ
な

部
屋
で
準
備
し
て
い
た
ら
、
予

想
以
上
の
人
が
集
ま
り
、
初
回

か
ら
急
遽
、ホ
ー
ル
で「
喫
茶
室
」

を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。
毎
回
３
分
の
１
は
男
性
の

参
加
者
だ
。

喫
茶
室
で
は
、
地
区
社
協
の

役
員
が
輪
番
で
「
マ
ス
タ
ー
」

と「
マ
マ
」に
な
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
1
0
0
円

を
負
担
す
る
が
、
開
始
準
備
と

片
付
け
の
時
間
帯
以
外
は
「
お

客
様
」と
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

３
台
あ
る
家
庭
用
の
コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
フ
ル
回
転

だ
。「
３
杯
飲
ん
で
い
く
人
も
い

る
。
学
歴
、
経
歴
な
し
に
、
こ

こ
で
友
だ
ち
を
つ
く
り
、
お
互

い
に
褒
め
合
っ
て
気
分
爽
快
の

場
に
な
れ
ば
」
と
本
日
の
マ
ス

タ
ー
役
、今
泉
広
幸
さ
ん
は
話
す
。

と
き
に
は
抹
茶
を
た
て
て
お

茶
会
風
に
し
た
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
ケ
ー
キ
を
添
え
た
り
。

町
内
の
有
志
に
よ
る
バ
ン
ド
の

生
演
奏
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ

る
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く

1
0
0
円
と
地
区
社
協
本
体

か
ら
の
運
営
費
を
合
わ
せ
て
、

無
理
な
く
楽
し
め
る
企
画
を
心

が
け
る
。

「
お
や
じ
の
台
所
」
も
実
施

開
催
日
は
平
日
に
、
曜
日

を
変
え
て
月
３
回
開
い
て
い

る
が
、
仕
事
を
も
っ
て
い
る

人
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
土

曜
日
に
設
定
す
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
地
域
の
借
り
上

げ
民
間
賃
貸
住
宅
（
み
な
し

仮
設
）
に
暮
ら
す
世
帯
に
は
、

「
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ず

み
」（
泉
区
社
協
）
を
通
じ
て

喫
茶
室
の
招
待
券
を
送
っ
た
。

数
人
の
利
用
が
あ
り
、
被
災

さ
れ
た
人
と
地
域
の
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て
、
今
後
も

門
戸
を
開
い
て
い
く
方
針
だ
。

山
の
寺
地
区
社
協
で
は
喫

茶
室
の
ほ
か
に
も
、
軽
体
操
な

ど
を
楽
し
む
「
お
達
者
会
」
や
、

映
画
鑑
賞
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
実

施
（
各
月
１
回
）。
さ
ら
に
は
、

男
性
た
ち
が
輪
番
で
調
理
を

し
て
全
員
で
食
す
る
「
お
や
じ

の
台
所
」（
月
１
回
）
を
開
き
、

毎
回
35
人
ほ
ど
が
集
う
人
気

企
画
に
。
食
材
費
5
0
0
円

を
払
え
ば
誰
で
も
参
加
が
で

き
、
１
汁
３
菜
の
献
立
を
男

性
た
ち
で
考
え
る
。
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
み
た
い
人
は
、
自
分

の
分
を
持
参
す
る
ル
ー
ル
だ
。

「
単
身
赴
任
を
経
験
し
た
人
も

い
る
か
ら
、
自
分
の
分
く
ら

い
は
作
れ
る
人
が
多
い
」
と

厨
川
さ
ん
は
話
す
。
震
災
で

全
壊
し
た
集
会
所
の
建
て
替

え
を
機
に
、
台
所
の
都
市
ガ

ス
を
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
変
え
、

五
升
炊
き
の
ガ
ス
釜
も
購
入

し
た
。
男
性
陣
が
料
理
の
腕
を

磨
き
な
が
ら
、
防
災
訓
練
の

炊
き
出
し
を
兼
ね
る
よ
う
な

取
り
組
み
だ
。
将
来
的
に
は
、

災
害
時
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
へ
の
配
食
活
動
を
視
野
に

入
れ
る
。

「
近
所
の
人
と
顔
な
じ
み
に

な
り
、
声
が
か
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
で
、
災
害
時
の
避
難
に
も

差
が
出
る
」と
話
す
厨
川
さ
ん
。

活
動
の
ね
ら
い
は
明
瞭
だ
。

山の寺集会所

喫茶終了後、台所でテキパキと片付ける女性陣

「近所の人と顔なじみになり、声がかけられるかどうかで、
　　　　　　　　　　　　　 災害時の避難にも差が出る」

山の寺地区社会福祉協議会

会長　厨
くりやがわ

川 眞夫さん

山の寺喫茶室
活動場所：山の寺集会所

宮城県仙台市泉区山の寺１丁目33‐2
活動日：月３回

DATA

小
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特集 エンタメだョ！　全員集合特集 探そう・つくろう、みんなの「たまり場」

石
巻
市
雄
勝
町
の
中
心
部
、

仮
設
商
店
街
の
「
お
が
つ
店
こ

屋
街
」
向
か
い
に
、
木
造
平
屋

建
て
の
建
物
が
あ
る
。「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
雄
勝
ま
ち

づ
く
り
協
会
」
が
運
営
す
る
、

民
営
公
民
館
「
オ
ー
リ
ン
ク
ハ

ウ
ス
」（
２
０
１
３
年
４
月
開

館
）
だ
。

オ
ー
リ
ン
ク
ハ
ウ
ス
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
分
散
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
願

う
、
国
内
外
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
、
雄
勝
町
で
最
も
多
く
の
人

が
出
入
り
す
る
商
店
街
前
に
建

設
さ
れ
た
。

オ
ー
リ
ン
ク
ハ
ウ
ス
は
、
多

目
的
ホ
ー
ル
と
会
議
室
を
備
え

て
い
る
。
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、

普
段
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

月
に
１
～
２
回
程
度
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
会
議
室
は
、
１
時
間
あ

た
り
５
０
０
円
で
貸
し
出
し
て

お
り
、話
し
合
い
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
作
品
等
の
展
示
に

も
活
用
で
き
る
。

多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
は

ど
ち
ら
も
開
館
時
間
内
で
あ
れ

ば
誰
で
も
利
用
可
能
で
、
オ
ー

リ
ン
ク
ハ
ウ
ス
は
そ
れ
ら
の
利

用
料
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
。

地
域
内
外
の
人
の
憩
い
の
場

カ
フ
ェ
で
は
ゆ
っ
た
り
と
し

た
音
楽
が
流
れ
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し

み
、く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

座
席
は
、
室
内
と
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
の
も
の
を
合
わ
せ
て
約
30
席

あ
る
。
利
用
者
数
は
、
平
均
す

る
と
１
日
あ
た
り
20
～
30
人
だ

が
、
週
末
に
１
０
０
人
ほ
ど
来

館
す
る
こ
と
も
あ
る
。

バ
ス
の
待
ち
時
間
を
使
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
だ
け
の
た
め

に
立
ち
寄
る
人
も
い
れ
ば
、
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
、
お
昼
か

ら
夕
方
ま
で
仕
事
に
没
頭
す

る
人
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
利
用

す
る
人
も
い
る
。
住
民
同
士
は

も
ち
ろ
ん
、
旅
行
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
の
交
流
拠
点
に
も

な
っ
て
い
る
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や

映
画
の
上
映
会
を
は
じ
め
、
詩

の
朗
読
会
、
演
芸
ラ
イ
ブ
な

ど
、
多
岐
に
渡
る
。
30
人
分
の

席
を
用
意
し
て
も
納
ま
り
き
ら

ず
、
立
ち
見
客
ま
で
出
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

会
議
室
で
も
、
写
真
展
、
上

映
展
、
伝
統
芸
能
展
、
平
和
パ

ネ
ル
展
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
企
画
展
が
行
わ
れ

地域のために民間が運営する公民館
◎オーリンクハウス（宮城県石巻市）

ポイント

● 自治体ではなく、地域住民が自らつくった「公民館」という集い場。
● 地域内外の子どもからお年寄りが集う、憩いの場に。

写真左が会議室、右がカフェ。カフェ室内からも目の前の海を眺めることができる。

山形県

宮城県
石巻市

岩手県
秋田県

太平洋

福島県



8月刊 地域支え合い情報　VOL.33　2015.5

専門家に聞く地域づくりの
ヒント

狛江市社会福祉協議会、岩手県立大学、日本社会事業大学などの勤務
を経て、厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域福祉専門官に就任。
2013 年 4 月から現職。阪神・淡路大震災では、神戸市兵庫区のたまね
ぎテントでボランティアコーディネートを担当。中越地震の震災研究や四

川大地震の際に成都の国際会議に参加。東日本大震災では、地域福祉専門官として内閣官房震災ボランティ
ア連携室に厚生労働省メンバーとして参画。厚生労働省復興対策本部市町村支援チームメンバー。社会的包
摂「絆」再生事業「地域コミュニティ復興支援事業」の創設等を通じて、被災地の自治体、社協等地域福祉
関係者、ボランティア・NPO 関係者の支援を担当。

文京学院大学人間学部　准教授

中島 修（なかしま・おさむ）さん

人が集う場の創設が

              地域づくりを支える

　被災者一人ひとりを支える支援が必要であることはもちろん
ですが、被災地に不足していたのは、「地域づくり」を行う人材
でした。避難所や仮設住宅で人がつながり、コミュニティが生
まれ、笑顔と安心が芽生えました。多くの被災地で、多くの人
びとが尽力をされ、地域が元気を取り戻してきたのだと思います。

「夢工房葛
かつろう

桜」　夢工房葛桜は、仮設住宅での就労の場、社会的な活
動の場をつくり出しており、仮設住宅で暮らす人々が活動する重要
な場となっている実践です。特に、男性が活躍する場をつくったこ
とは注目されるところでしょう。仮設住宅等でのサロン活動は重要
な支援方法ですが、どうしても女性の参加が中心となり、男性の参
加が課題となっています。この事例では、中高年男性のひきこもり
の課題に注目して、活動が構想されています。この実践が、さらに
女性や幅広い世代に広がっていることもおもしろい特徴です。家に
こもっていた夫が働き始めれば、どんなところで働いているのか妻
も気になりますね。そんなことから女性や子どもたちも集うように
なるのでしょう。このような実践の視点は、参考にしたいところです。

「山の寺喫茶室」　「風とおしのよい地域のたまり場をつくる」実
践が仙台市泉区で 2012 年 5 月から活動が始まったのは、東日本
大震災の影響が大きいのだと思います。この事例でも、女性は参
加するが男性の参加が少なかったことが課題して取り上げられ
ています。今回の喫茶室づくりによって、参加者の 3 分の 1 が男
性であるということは、その課題に対応した実践ができていると

いうことの表れでしょう。「おやじの台所」というタイトルもユ
ニークですし、アルコール持参も気軽でいいですね。仙台市の特
徴は、賃貸住宅借り上げ型仮設住宅（みなし仮設住宅）に避難し
ている人が多いことでしょう。しかし、避難している人たちも、
支援されるばかりではなく、自分たちも地域の役に立つ双方向の
活動を望んでいます。双方向型の活動が負担感を少なくし、つな
がりを深くしていくものになるのではないでしょうか。

「オーリンクハウス」　この事例を読んだ印象は、まさに日本の公民
館創設当時の公民館構想そのものだということです。住民が集い、
学び、つながり、活動するという実践は、仮設商店街の前に造られ
たという立地の面からも、地域住民になくてはならない存在となっ
ていることでしょう。地域活性化の可能性を感じる事例と言えるで
しょう。

　今回の３つの事例は、いずれも地域のなかに拠点をつくり、住民
が集い、地域がつながっていく取り組みが行われていました。特に、
男性の参加に注目している点が重要でしょう。男性が参加すること
で、女性や幅広い世代の参加に広がり、地域が活性化されていく取
り組みとなっています。これらの実践は、復興公営住宅をつくって
いく際にも盛り込みながら考えていくことの重要性を教えてくれま
す。ハードの整備だけでなく、住民がつながるソフト面も合わせた
地域づくりの重要性を再確認できる事例だったと思います。

特集 探そう・つくろう、みんなの「たまり場」

る
。さ
ら
に
、地
域
住
民
の
サ
ー

ク
ル
の
活
動
場
所
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
子
ど

も
学
習
室
」
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
無
料
で
開
放
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　憩
い
の
場
か
ら
地
域
活
性
化

オ
ー
リ
ン
ク
ハ
ウ
ス
の
利

用
者
か
ら
は
、「
気
晴
ら
し
に

来
た
」「
こ
こ
な
ら
誰
か
に
会

え
る
か
ら
」「
外
出
の
つ
い
で

に
」
と
い
う
声
も
多
く
、
た

ま
り
場
と
し
て
気
軽
に
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

運
営
を
し
て
い
る
雄
勝
ま
ち

づ
く
り
協
会
の
職
員
は
、「
震

災
に
よ
る
根
本
課
題
を
直
接
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

安
息
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
今

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と

話
す
。

こ
の
た
ま
り
場
の
存
在
は
、

一
時
的
な
安
ら
ぎ
を
つ
く
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。

職
員
は
、「
住
民
の
多
く
は

高
齢
者
だ
が
、
み
な
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
に
特
技
や
趣
味
な
ど
を

も
っ
た
頼
も
し
い
方
々
。
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
ス
キ
ル
を
充
分
に

発
揮
し
て
、
積
極
的
に
活
動
す

る
地
域
性
が
根
づ
い
て
ほ
し

い
」
と
も
語
る
。

公
民
館
が
、
雄
勝
町
の
生
ま

れ
変
わ
り
に
向
け
た
大
き
な
期

待
を
背
負
っ
て
い
る
。

震
災
後
に
ほ
か
の
地
域
に
移

り
住
ん
だ
人
の
な
か
に
は
、
墓

参
り
の
た
め
に
帰
郷
し
て
も
、

ほ
か
に
立
ち
寄
る
と
こ
ろ
が
な

い
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。
し
か
し
、
公
民
館
が
で
き

た
お
か
げ
で
、
雄
勝
町
で
足
を

運
ぶ
と
こ
ろ
が
増
え
た
。　

オ
ー
リ
ン
ク
ハ
ウ
ス
に
来
れ

ば
、
一
息
つ
い
て
雄
勝
町
の
風

景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
が
増
え
、
雄
勝
町
で

の
過
ご
し
方
が
変
わ
る
。
ひ
と

つ
の
集
い
場
が
、
新
た
な
地
域

づ
く
り
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
清

DATA

オーリンクハウス
運営：特定非営利活動法人 雄勝まちづくり協会

〒986‐1334 
宮城県石巻市雄勝町雄勝字伊勢畑 34‐3

TEL 0225‐90‐3770
開館時間 10:00～17:00

定休日 水曜日、第３・４火曜日
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「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ 

第

２
回
い
が
す
大
賞
」
の
準
大

賞
は
「
北
限
の
茶
を
守
る
気

仙
茶
の
会
」
が
受
賞
し
た
。

会
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

　
「
お
茶
は
買
っ
て
飲
む
も

ん
で
ね
ぐ
、
つ
く
る
も
ん
だ
」

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
や
大

船
渡
市
な
ど
の
気
仙
地
方
で

は
昔
か
ら
自
家
用
茶
が
つ
く

ら
れ
て
き
た
。
同
地
方
に
は
、

日
本
最
北
の
製
茶
工
場
が
あ

り
、
自
家
用
茶
文
化
の
あ
る

茶
の
産
地
と
し
て
も
最
北
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
高
齢
化
な
ど
に
加

え
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

や
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け

て
、
茶
畑
や
生
産
者
が
減
少
。

気
仙
茶
の
木
は
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
、
３
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
気
仙
茶
文
化
も

著
し
く
衰
退
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
地
元
内
外
か

ら
の
有
志
60
人
が
、「
ご
先

祖
様
が
大
事
に
育
ん
で
き

た
気
仙
茶
の
木
や
茶
の
文

化
を
次
世
代
に
伝
え
た
い
」

と
集
ま
っ
た
。
２
０
１
２

年
７
月
、「
北
限
の
茶
を
守

る
気
仙
茶
の
会
」
を
立
ち

上
げ
、
茶
畑
や
茶
の
木
の

除
染
、
休
眠
茶
園
の
再
生

か
ら
取
り
掛
か
っ
た
。

　

努
力
の
甲
斐
も
あ
り
、
会

の
活
動
は
今
で
は
苗
木
の
育

成
や
茶
摘
み
に
留
ま
ら
な

い
。
伝
統
製
茶
の
再
現
、
お

茶
会
、
茶
葉
料
理
講
座
、
さ

ら
に
は
お
年
寄
り
た
ち
が
知

る
往
時
の
気
仙
茶
文
化
の
記

録
、
出
版
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人

た
ち
に
味
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
茶
葉
の
生
産
量
を

増
や
し
て
販
売
も
す
る
考
え

だ
。

　

S-

1
当
日
は
、
茶
の
木

や
茶
摘
み
の
様
子
な
ど
も

写
真
で
紹
介
さ
れ
た
。
味
わ

い
や
香
り
に
対
し
て
審
査
委

員
や
来
場
者
の
関
心
も
高
ま

り
、「
実
際
に
気
仙
茶
を
飲
ん

で
み
た
い
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
会
は
「
ぜ
ひ

気
仙
地
方
に
来
て
お
茶
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
お

茶
を
楽
し
み
に
気
仙
地
方
へ

足
を
延
ば
し
て
も
ら
う
よ
う

勧
め
た
。

　

茶
畑
の
管
理
作
業
や
茶
摘

み
な
ど
を
と
お
し
て
、
会
員

と
地
域
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
の
大
人
と
高
校
生

な
ど
、
接
点
の
少
な
い
人
同

士
が
ふ
れ
あ
う
機
会
も
多
く

生
ま
れ
て
い
る
。

　

買
っ
て
き
た
茶
葉
を
煎
れ

て
飲
む
の
で
な
く
、
茶
葉
が

で
き
る
ま
で
の
過
程
も
地
域

で
共
有
す
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
最
北
と
言
わ

れ
る
自
家
用
茶
文
化
は
、
個

人
個
人
だ
け
で
な
く
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
温
め
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
。
清

被 災 地 の 優 れ た 住 民 支 え 合 い 活 動 を 掘 り 起
し、称え、広く発信するＳ‐１グランプリ。
第２回大会（２０１５年２月 15 日）の応募
者、 入 賞 者 の ア イ デ ア と 実 践 を、 連 載 形 式
で紹介していく（２回目）。

応募者紹介 

「北限の茶を守る気仙茶の会」
（岩手県陸前高田市）

9
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主に気仙沼市からの避難者が暮らす一関市の旧千厩
中学校仮設住宅（左手前はサポートセンター）

岩
手
県
一
関
市

内
陸
に
あ
る
岩
手
県
一
関
市

は
、
宮
城
・
岩
手
両
県
の
沿
岸

自
治
体
に
隣
接
し
て
お
り
、
多

く
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
仮
設
住
宅
な
ど
に
暮

ら
す
避
難
者
の
総
数
は
、
市

内
で
被
災
し
た
人
も
含
め
、

２
０
１
５
年
３
月
１
日
時
点
で

１
４
５
０
人
（
６
８
４
世
帯
）。

出
身
市
町
村
別
に
は
、
気
仙
沼

市
か
ら
の
避
難
者
が
８
３
３

人
（
４
１
８
世
帯
）
で
最
多
。

２
番
目
に
多
い
陸
前
高
田
市
の

１
４
９
人
（
72
世
帯
）
の
５
倍

以
上
だ
。

気
仙
沼
市
が
支
援
拠
点
を
設
置

気
仙
沼
市
と
一
関
市
は
、
古

く
か
ら
人
と
物
資
の
往
来
が
盛

ん
で
、
親
類
や
友
人
を
頼
っ
て

避
難
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
賃

貸
住
宅
借
り
上
げ
型
の
仮
設
住

宅
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）
だ
け

を
見
て
も
、同
市
か
ら
の
避
難

者
は
４
７
５
人（
１
９
５
世
帯
）

で
最
も
多
い
。こ
れ
に
加
え
、一関

ど
に
よ
る
見
守
り
や
各
種
相
談

の
受
け
付
け
が
メ
ー
ン
。
３
人

１
組
の
２
チ
ー
ム
で
両
地
区
を

分
担
す
る
。
当
初
は
サ
ロ
ン
や

自
治
組
織
支
援
も
行
っ
て
い
た

が
、
す
で
に
入
居
者
自
治
は
安

定
、
サ
ロ
ン
な
ど
も
住
民
主
体

で
開
か
れ
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の

交
流
事
業
は
、
体
力
が
落
ち
て

通
常
の
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
が
難
し
い
高
齢
・
障
害

者
向
け
の
「
お
茶
会
」
や
、
孤

立
傾
向
が
強
い
人
向
け
の
畑
仕

事
な
ど
に
限
ら
れ
る
。

気
仙
沼
市
内
の
災
害
公
営
住

宅
へ
の
入
居
が
始
ま
る
な
か
、

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
仮

設
住
宅
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
に

対
す
る
訪
問
を
続
け
る
例
も
出

て
き
て
い
る
。
所
長
の
及
川
美

佳
さ
ん
は
、「
新
し
い
生
活
に

不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
な
ど
は

当
面
、
顔
な
じ
み
の
生
活
相
談

員
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
で

す
。
た
だ
、
徐
々
に
市
内
で
活

動
す
る
支
援
者
に
つ
な
ぐ
よ
う

に
し
た
い
」
と
語
る
。

市
内
２
地
区
に
気
仙
沼
市
の
被

災
者
向
け
応
急
仮
設
住
宅
（
プ

レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
）
が
整
備
さ
れ

（「
ま
ち
デ
ー
タ
」
参
照
）、
避

難
者
数
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

一
関
市
の
被
災
者
支
援
は
、

み
な
し
仮
設
住
宅
と
プ
レ
ハ
ブ

仮
設
住
宅
と
で
体
制
が
異
な
る
。

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
で
は
、

「
気
仙
沼
市
応
急
仮
設
住
宅
入

居
者
等
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
一

関
地
区
」
が
、
ま
さ
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一

関
・
気
仙
沼
両
市
で
介
護
施
設

を
経
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ご

み
（
本
部
・
気
仙
沼
市
）
が
、

気
仙
沼
市
か
ら
そ
の
運
営
を
受

託
。
千せ

ん
ま
や厩
地
区
の
仮
設
住
宅
内

に
立
地
し
、
折お

り
か
べ壁
地
区
の
仮
設

住
宅
も
含
め
、
被
災
者
支
援
に

あ
た
る
。

ス
タ
ッ
フ
は「
生
活
相
談
員
」

と
呼
ば
れ
、
所
長
を
含
め
計
６

人
。
専
門
職
と
し
て
看
護
師
と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
各
１
人
、
介

護
福
祉
士
２
人
が
そ
ろ
う
。

業
務
内
容
は
、
戸
別
訪
問
な

まちの仕組み
岩手県一関市

31

住
ま
い
の
再
建
で

　
　
　「
地
域
に
溶
け
込
む
支
援
」
を
意
識

一
方
、
み
な
し
仮
設
住
宅
の

入
居
者
支
援
は
、
主
に
一
関
市

と
同
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
担

う
。
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居

者
総
数
は
、
３
月
１
日
時
点
で

９
９
４
人
（
４
１
１
世
帯
）。

市
健
康
づ
く
り
課
は
、
毎
年

１
回
み
な
し
仮
設
住
宅
の
全
戸

訪
問
を
行
い
、
入
居
者
の
心
身

の
健
康
や
生
活
状
況
を
調
査
す

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

独
居
高
齢
者
世
帯（
全
体
の
６
・

７
％
）
や
75
歳
以
上
の
み
の
世

帯
（
同
４
・
５
％
）、
難
病
や
障

害
を
抱
え
る
人
、
介
護
が
必
要

な
人
、
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
人

の
い
る
世
帯
な
ど
を
見
守
り
の

対
象
と
し
、
訪
問
活
動
（
不
定

期
）
を
行
う
。
訪
問
は
、
同
課

と
各
支
所
の
保
健
福
祉
課
の
保

健
師
・
看
護
師
が
担
当
す
る
。

保
健
師
ら
の
人
数
は
14
年
度

末
時
点
で
42
人
。
こ
の
う
ち
看

護
師
３
人
は
臨
時
職
員
で
、
被

災
者
支
援
に
専
従
す
る
相
談
専

門
員
と
し
て
、
13
年
度
か
ら
活

動
し
て
い
る
。
相
談
専
門
員
の

一
人
、
石
川
典
子
さ
ん
は
、「
初

年
度
は
、
不
安
や
孤
独
感
を
訴

え
、
私
た
ち
の
訪
問
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
被
災
者
が
多
か
っ

た
。
最
近
は
生
活
に
落
ち
着
き

が
出
て
き
た
が
、
住
宅
再
建
の

方
向
性
を
決
め
ら
れ
ず
、
悩
む

人
が
目
立
つ
」
と
語
る
。

同
課
で
は
、
支
援
対
象
者
が

市
内
で
住
宅
再
建
し
た
場
合
、

転
居
先
が
把
握
で
き
る
限
り
、

見
守
り
を
継
続
す
る
方
針
。

市
社
協
は
沿
岸
部
と
も
連
携

高
齢
、
障
害
、
心
身
の
病
気

岩手県
一関市

秋田県

青森県

宮城県
山形県 太平洋
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一
関
市
は
、
岩
手
県
南

端
の
内
陸
部
に
位
置
。

２
０
０
５
年
９
月
に
一
関

市
と
花
泉
町
、
大
東
町
、

千せ
ん
ま
や厩
町
、
東
山
町
、
室む
ろ
ね根

村
、
川
崎
村
が
合
併
、
さ

ら
に
11
年
９
月
、
藤
沢
町

と
合
併
。
旧
一
関
市
に
市

役
所
本
庁
舎
を
、
旧
７
町

村
に
支
所
を
配
置
す
る
。

人
口
12
万
４
０
５
２
人

（
４
万
６
１
３
８
世
帯
）、

高
齢
化
率
32
・
４
％
（
15

年
３
月
１
日
時
点
）。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震

度
６
弱
を
記
録
。
家
屋
の
全

半
壊
が
７
９
１
棟
に
上
っ

た
。
市
内
で
は
犠
牲
者
を
出

さ
な
か
っ
た
が
、
沿
岸
部
で

津
波
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど

し
て
死
亡
・
行
方
不
明
と

な
っ
た
市
民
が
26
人
。

応
急
仮
設
住
宅
（
プ
レ

ハ
ブ
仮
設
住
宅
）
や
賃
貸

住
宅
借
り
上
げ
方
式
の
仮

設
住
宅
（
み
な
し
仮
設
住

宅
）、
そ
れ
に
自
己
負
担
の

賃
貸
住
宅
、
親
類
な
ど
の
個

人
宅
で
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
は
、
今
年
３
月

１
日
時
点
で
計
１
４
５
０

人
（
６
８
４
世
帯
）。
う
ち

１
２
１
５
人
（
５
９
６
世

帯
）
は
、
沿
岸
部
な
ど
市
外

か
ら
の
避
難
者
。
プ
レ
ハ

ブ
仮
設
住
宅
は
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
か
ら
の
避
難
者

向
け
に
千
厩
と
折
壁
の
２

地
区
に
計
３
２
０
戸
が
建

設
さ
れ
た
。
今
年
３
月
１

日
時
点
の
同
市
か
ら
の
入

居
者
は
２
４
３
人
（
１
８
０

世
帯
）。
同
市
以
外
か
ら
も

９
人
（
６
世
帯
）
入
居
し

て
お
り
、
総
数
は
２
５
２

人
（
１
８
６
世
帯
）
と
な
っ

て
い
る
。

一
関
市
の
災
害
公
営
住

宅
は
、
市
内
被
災
者
向
け

に
来
年
４
月
以
降
の
入
居

開
始
を
目
指
し
、
旧
一
関

市
内
の
中
心
部
に
１
棟
27

戸
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
階
）
を
建
設
中
。

岩
手
県
一
関
市

ま
ち
デ
ー
タ

と
い
っ
た
生
活
課
題
が
な
く
て

も
、
健
康
上
の
不
安
や
生
活
困

窮
の
恐
れ
、
地
域
で
孤
立
す
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

市
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員

（
以
下
、支
援
員
）
が
フ
ォ
ロ
ー

す
る
。
同
課
と
市
社
協
の
協
力

体
制
は
密
接
で
、
役
割
分
担
と

情
報
共
有
を
徹
底
し
て
い
る
。

市
社
協
の
支
援
員
は
２
人
。

主
な
業
務
内
容
は
、
戸
別
訪
問

に
よ
る
見
守
り
、
孤
立
防
止
や

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

「
お
茶
っ
こ
交
流
会
」
の
企
画

運
営
、
こ
れ
ら
を
通
じ
た
傾
聴

や
生
活
相
談
の
受
け
付
け
な
ど
。

戸
別
訪
問
の
対
象
は
、
３
月

時
点
で
１
６
５
世
帯
。
各
世
帯

の
状
況
に
応
じ
、
訪
問
頻
度
は

週
１
回
、
２
週
に
１
回
、
月
１

回
の
３
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。

交
流
会
は
月
１
回
で
年
間
12

回
。
花
見
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
書

き
初
め
な
ど
季
節
行
事
や
パ
ソ

コ
ン
、
料
理
教
室
、
温
泉
旅
館

で
の
食
事
と
入
浴
な
ど
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
る
。

市
の
保
健
師
・
看
護
師
が
健
康

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
沿
岸
自

治
体
の
社
協
職
員
が
同
席
す
る

こ
と
も
あ
る
。

避
難
者
の
出
身
地
の
社
協
と

は
、
定
期
的
に
連
絡
会
議
を
開

い
て
い
る
。
帰
郷
希
望
者
を
現

地
支
援
者
に
つ
な
ぐ
と
い
っ
た

対
応
は
、
常
時
可
能
と
い
う
。

市
外
か
ら
の
避
難
者
が
、
市

内
に
定
住
す
る
こ
と
を
選
択
し

た
場
合
に
は
、
訪
問
な
ど
の
個

別
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
、

徐
々
に
地
域
の
サ
ロ
ン
や
住
民

活
動
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

市
社
協
の
地
域
福
祉
課
長
と

し
て
、
支
援
員
の
統
括
役
を
務

め
る
菅
原
敏さ

と
しさ
ん
は
、「
ど
こ

で
住
ま
い
を
再
建
し
よ
う
と
、

地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
よ

う
な
支
援
が
重
要
だ
」と
話
す
。

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
・
入

居
を
は
じ
め
、
住
ま
い
の
再
建

は
、
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
地

域
全
体
を
見
据
え
た
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
。

一
関
市
の
災
害
公
営
住
宅

は
、
も
と
も
と
市
内
に
居
住

し
、
震
災
で
家
を
失
っ
た
人
向

け
に
27
戸
。
旧
一
関
市
の
中
心

市
街
地
に
近
い
沢
内
地
区
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
て
の
集
合
タ
イ
プ
を
１
棟

建
設
す
る
。
１
階
部
分
に
13
畳

程
度
の
談
話
室
が
設
け
ら
れ

る
ほ
か
、
各
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
に
は
ベ
ン
チ
な
ど
を

置
き
「
井
戸
端
コ
ー
ナ
ー
」
と

す
る
。
入
居
は
来
年
４
月
以

降
。
入
居
の
仮
申
し
込
み
は
す

で
に
完
了
。
世
帯
構
成
員
に
60

歳
以
上
が
含
ま
れ
る
の
は
16

世
帯
あ
り
、
そ
の
う
ち
65
歳
以

上
の
独
居
世
帯
は
、
３
世
帯
と

な
る
見
通
し
。

建
設
を
担
当
す
る
都
市
整
備

課
は
、
地
元
自
治
組
織
の
「
沢

内
民
区
」（
約
２
７
０
世
帯
）

へ
の
編
入
を
想
定
。
沢
内
民
区

に
交
流
会
な
ど
の
実
施
を
働
き

か
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

市
内
被
災
者
、
市
外
か
ら

の
避
難
者
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ま

い
の
再
建
が
、「
地
域
に
溶
け

込
む
」
支
援
と
と
も
に
進
ん

で
い
く
。
木

一関市社会福祉協議会で被災者を支援を担当する皆さん
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太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市

宮城野区

４月に入居が始まった燕沢東復興公営住宅
（３月１４日撮影）

「住民活動の
担い手発掘が鍵」

支援者の会会長の辻隆一さん

仙
台
市
の
燕
沢
東
復
興
公
営

住
宅
（
宮
城
野
区
燕
沢
東
２
丁

目
１
‐
１
）
の
入
居
者
支
援
を

目
的
に
、
今
年
２
月
４
日
、「
燕

沢
東
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
支

援
者
の
会
」
が
発
足
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
燕
沢
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
燕
沢
学
区
町

内
会
連
合
会
（
６
町
内
会
、
約

２
８
０
０
世
帯
）、
燕
沢
地
区

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
燕

沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

燕
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
宮
城
野

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
宮
城
野

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
な
ど
。

会
長
に
は
、
燕
沢
地
区
社
協
の

会
長
、
辻
隆
一
さ
ん
が
就
任
し

た
。
事
務
局
も
同
地
区
社
協
。

同
住
宅
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
７
階
建
て
63
戸
。
３
月

末
完
成
し
、
翌
４
月
２
日
か
ら

入
居
が
ス
タ
ー
ト
。
今
月
中
に

は
入
居
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
支
援

活
動
も
本
格
化
す
る
見
通
し
だ
。

支
援
者
の
会
は
、
地
域
案
内

マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
付
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
や
サ
ロ
ン
の
企
画
・

運
営
、
入
居
者
自
治
組
織
の
立

ち
上
げ
と
い
っ
た
支
援
策
を
ま

と
め
、
入
居
に
備
え
て
き
た
。

３
月
14
日
に
は
、
昨
年
４
月

に
入
居
が
始
ま
っ
た
同
じ
宮
城

野
区
の
田
子
西
復
興
公
営
住
宅

（
４
～
５
階
建
て
４
棟
１
７
６

戸
）で
、入
居
者
支
援
に
あ
た
っ

た
高
砂
地
区
社
協
会
長
・
牛
坂

勝
さ
ん
を
招
き
、
講
習
会
を
開

い
て
い
る
。

講
習
会
で
牛
坂
さ
ん
は
、「
ま

ず
入
居
者
同
士
や
入
居
者
と
地

域
住
民
と
が
、
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
。
住

民
自
治
の
組
織
化
は
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
が
あ
っ
て
こ

そ
う
ま
く
い
く
」
と
訴
え
た
。

田
子
西
で
は
、
入
居
開
始
か

ら
半
年
後
の
10
月
１
日
に
は
、

同
住
宅
単
独
の
町
内
会
が
誕

生
。
以
降
、
入
居
者
主
導
の
見

守
り
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
支
え
合

い
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

燕
沢
東
の
場
合
、
単
独
町
内

会
の
設
立
で
は
な
く
、
立
地

す
る
燕
沢
東
部
町
内
会
（
約

７
４
０
世
帯
）
へ
の
加
入
が
想

定
さ
れ
る
。
ま
ず
入
居
者
が
主

体
と
な
っ
て
自
治
組
織
を
立
ち

上
げ
、
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
た

う
え
で
同
町
内
会
に
加
入
す
る

の
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

支
援
者
の
会
会
長
の
辻
さ

ん
は
、「
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
交
流
を
活
発
化
さ

せ
つ
つ
、
自
治
組
織
の
立
ち
上

げ
支
援
に
取
り
組
む
。
入
居
者

の
な
か
か
ら
住
民
活
動
の
担

い
手
を
発
掘
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
る
。
住
ん
で
良
か
っ
た

思
え
る
地
域
を
と
も
に
築
い

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。
支
援
者
の
会
と
し
て
の
取

り
組
み
は
、
同
住
宅
内
の
自
治

組
織
が
発
足
し
、
そ
の
活
動
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
継
続
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

な
お
、
７
月
入
居
開
始
の
燕

沢
復
興
公
営
住
宅
（
燕
沢
２
丁

目
地
内
、
２
～
３
階
建
て
５
棟

55
戸
）
で
も
、
立
地
地
域
を
所

管
す
る
東
仙
台
地
区
社
協
（
渡

辺
公
一
会
長
）
が
中
心
と
な
り
、

同
様
の
支
援
を
行
う
。

燕沢東復興公営住宅入居者支援者の会
（宮城県仙台市宮城野区）

会長＝辻隆一（前市議会議員、燕沢地区
社会福祉協議会会長、ＮＰＯ法人ソキウ
スせんだい理事長）
事務局＝燕沢地区社会福祉協議会（連絡
先［辻会長宅］：仙台市宮城野区鶴ケ谷
東 2‐5‐24、電話 022‐251‐4064）

DATA

燕沢東復興公営住宅
入居者支援者の会

木

災
害
公
営
住
宅

ま
じ
わ
る
！

第 回8
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太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市
若林区

2014 年 4 月に入居が開始された若林西復興公営住宅

趣味や興味に合った
「愛好会」活動を展開

若林区復興の輪ミーティング（主催 = 若林区社協）で講演した
「若林西せせらぎ会」副会長大場留理子さん

2
0
1
4
年
4
月
に
入
居

が
開
始
さ
れ
た
、
仙
台
市
若
林

区
に
あ
る
若
林
西
復
興
公
営
住

宅
。
同
年
10
月
に
町
内
会
「
若

林
西
せ
せ
ら
ぎ
会
」が
発
足
し
、

現
在
は
入
居
者
の
約
90
%
が

入
会
し
て
い
る
。

若
林
西
せ
せ
ら
ぎ
会
は
同
年

12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
合

唱
や
手
品
シ
ョ
ー
、
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
景
品
を
用
い
た
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
を
行
っ
た
。
お

よ
そ
80
人
が
参
加
し
、
大
変
盛

り
上
が
っ
た
。
そ
の
費
用
は
若

林
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
紹

介
さ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
た
め
の
助
成
金
で
ま
か

な
う
こ
と
が
で
き
た
。

入
居
者
た
ち
は
、
当
初
、
慣

れ
な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
た

ち
と
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
が

あ
っ
た
。
そ
こ
に
元
気
を
与
え

た
の
は
、
地
元
の
町
内
連
合

会
、
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
同
年
6
月
に
開
催

し
た
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
」
だ
っ
た
。
民
謡
や
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
で
も
て
な

さ
れ
、
地
域
に
歓
迎
さ
れ
た
と

い
う
安
心
感
を
得
ら
れ
た
。

15
年
1
月
に
は
新
年
会
を

開
催
。
入
居
者
が
集
ま
る
だ
け

で
な
く
、
町
内
連
合
会
長
な
ど

も
招
き
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
」
や
日
頃
の
サ
ポ
ー
ト

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
示
す
こ

と
も
で
き
た
。

町
内
会
活
動
の
お
か
げ
で
、

入
居
者
同
士
の
距
離
が
縮
ま
っ

た
。
若
林
西
せ
せ
ら
ぎ
会
は
、

よ
り
主
体
的
か
つ
自
由
に
活
動

で
き
る
よ
う
、
入
居
者
そ
れ
ぞ

れ
の
趣
味
趣
向
に
合
っ
た
「
愛

好
会
」の
活
動
も
勧
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
14
年
6
月
か

ら
15
年
1
月
ま
で
、
区
や
区

社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
若

林
西
復
興
公
営
住
宅
で
月
2

回
「
い
き
い
き
健
康
体
操
」
が

開
か
れ
て
い
た
。
参
加
者
は
20

～
30
人
ほ
ど
で
、
1
月
に
活

動
が
終
了
し
た
後
、
2
月
か
ら

支
援
者
の
会
会
長
の
辻
さ

ん
は
、「
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
交
流
を
活
発
化
さ

せ
つ
つ
、
自
治
組
織
の
立
ち
上

げ
支
援
に
取
り
組
む
。
入
居
者

の
な
か
か
ら
住
民
活
動
の
担

い
手
を
発
掘
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
る
。
住
ん
で
良
か
っ
た

思
え
る
地
域
を
と
も
に
築
い

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。
支
援
者
の
会
と
し
て
の
取

り
組
み
は
、
同
住
宅
内
の
自
治

組
織
が
発
足
し
、
そ
の
活
動
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
継
続
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

な
お
、
７
月
入
居
開
始
の
燕

沢
復
興
公
営
住
宅
（
燕
沢
２
丁

目
地
内
、
２
～
３
階
建
て
５
棟

55
戸
）
で
も
、
立
地
地
域
を
所

管
す
る
東
仙
台
地
区
社
協
（
渡

辺
公
一
会
長
）
が
中
心
と
な
り
、

同
様
の
支
援
を
行
う
。

は
愛
好
会
と
し
て
集
ま
り
、
新

た
に
柔
道
整
復
師
協
会
の
協
力

を
得
て
健
康
体
操
を
継
続
し
て

い
る
。

ほ
か
に
も
、
12
月
に
は
健
康

麻
雀
や
卓
球
の
愛
好
会
も
作
ら

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
人
数
は
20
人

と
10
人
ほ
ど
。
ど
ち
ら
も
月

2
回
活
動
し
て
い
る
。

2
月
以
降
、
町
内
会
の
催
し

で
は
、「
せ
せ
ら
ぎ
サ
ロ
ン
」

と
い
う
お
茶
っ
こ
飲
み
が

毎
月
2
回
開
催
さ
れ
て
い

る
。
物
作
り
な
ど
、
個
人

が
自
宅
で
も
で
き
る
よ
う

な
趣
味
を
提
案
し
あ
う
機

会
に
も
な
る
。
興
味
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
話
を
す

る
場
が
で
き
、
愛
好
会
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

若
林
西
せ
せ
ら
ぎ
会
副

会
長
の
大
場
留
理
子
さ
ん

は
、「
入
居
者
同
士
が
挨

拶
を
す
る
の
は
当
た
り

前
。
同
じ
目
的
で
集
っ
た

仲
間
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
愛

好
会
の
活
動
に
よ
っ
て
入
居
者

の
親
密
度
が
高
ま
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
る
。
そ
の
先
に
あ

る
、
現
段
階
で
の
若
林
西
せ
せ

ら
ぎ
会
の
最
終
目
標
は
、
災
害

時
に
も
協
力
し
合
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

所在地：〒984‐0826
宮城県仙台市若林区若林2丁目7

（1号棟が2丁目7‐1、2 号棟が7‐2、3 号
棟が7‐3）
在宅概要：鉄筋コンクリート造7階建て
2棟、5階建て1棟。全152 戸。

DATA

若林西復興公営住宅「若林西せせらぎ会」
（宮城県仙台市若林区）

清

若林西復興公営住宅
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震災から20年 復興公営住宅への転居期の課題と実践
社会福祉法人 宝塚市社会福祉協議会　事務局長　佐藤寿一

災害公営住宅の現状と課題

表 1

表 2

佐 藤  寿 一　（さとう・ひさかず）

社会福祉法人宝塚市社会福祉協議会　事務局長

1956 年生れ。10 年間の民間企業勤務を経て、1989 年宝塚市社

会福祉協議会に転職し、以後地域福祉活動の推進、在宅福祉サービ

ス事業、総務等を担当。2008 年から現職。阪神・淡路大震災時に

は避難所、福祉避難所の対応から仮設住宅、復興公営住宅支援に関

わり、現在も継続して復興公営住宅支援を行っている。

第 1 回

兵
庫
県
の
東
部
に
位
置
す
る
宝

塚
市
は
人
口
約
23
万
人
、
大
阪
・

神
戸
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
１
９
９
５
年
１
月

に
発
災
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
県
下
で
約
６
５
０
０
人
が

亡
く
な
り
、
約
46
万
戸
の
家
屋
が

全
半
壊
、
約
４
万
６
千
世
帯
が
仮

設
住
宅
で
生
活
を
し
た
。
震
災
後

５
年
で
す
べ
て
の
人
が
復
興
公
営

住
宅
に
移
り
住
ん
だ
が
、
入
居
完

了
か
ら
15
年
を
経
た
現
在
も
、
宝

塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
専
任

職
員
が
見
守
り
な
ど
の
支
援
を
継

続
し
て
い
る
。
そ
こ
に
潜
む
復
興

公
営
住
宅
へ
の
転
居
期
の
課
題
や

宝
塚
市
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

３
回
に
渡
り
本
紙
で
紹
介
す
る
。

兵
庫
県
に
お
け
る
復
興
公
営
住

宅
の
高
齢
化
率
は
、
入
居
完
了
時

点
（
2
0
0
1（
平
成
13
）
年
）
で

す
で
に
4
0
.
5
%
と
、
一
般
県

営
住
宅
15.
4
%
の
倍
以
上
で
あ
っ

た
（
表
１
）。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
が
、
一
般
県
営

住
宅
で
は
12.
5
%
な
の
に
対
し
、

復
興
公
営
住
宅
で
は
34.
4
%
と

3
倍
に
近
い
水
準
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
現
在
の
兵
庫
県
の
高
齢
化
率

は
25
%
超
だ
が
、
復
興
公
営
住
宅

で
は
2
0
1
4
年
に
50
%
を
超
え
、

65
歳
以
上
が
半
数
を
超
え
る
事
態

と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
課
題
を

生
み
出
し
た
要
因
に
、
二
度
に
わ

た
る
優
先
入
居
・
抽
選
入
居
が
挙

げ
ら
れ
る
（
表
２
）。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
仮
設
住
宅
へ
の

入
居
は
、
ほ
と
ん
ど
が
抽
選
で
決

め
ら
れ
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域

の
人
た
ち
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
う
え
、
な
ん
ら
か
の
支
援
が
必

要
な
人
た
ち
は
優
先
的
に
入
居
す

る
仕
組
み
を
と
っ
た
た
め
、
高
齢

者
・
障
害
者
が
集
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
２
年
後
、
仮
設
住
宅

か
ら
復
興
公
営
住
宅
へ
の
転
居
が

始
ま
っ
た
際
も
、
高
齢
者
優
先
入

居
と
抽
選
入
居
に
よ
り
、
仮
設
住

宅
で
築
い
た
人
間
関
係
が
再
び
切

り
離
さ
れ
、
転
居
を
繰
り
返
す
な

か
で
支
援
の
必
要
な
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
住
む
環
境
を
つ
く
る
こ
と

に
な
っ
た
。

県
で
は
復
興
公
営
住
宅
へ
の
復

興
施
策
と
し
て
、
１
９
９
７
年
に

生
活
復
興
相
談
員
を
配
置
。
当
初

は
個
別
支
援
と
自
治
会
へ
の
支
援
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど

の
組
織
化
の
支
援
を
行
っ
て
い
た

が
、
２
０
０
１
年
か
ら
は
、
高
齢

世
帯
生
活
援
助
員
（
S
C
S
）
と

名
称
を
変
え
て
、
個
別
支
援
に
特

化
し
た
形
に
な
っ
た
。
２
０
０
６

年
に
は
再
度
個
別
支
援
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
生
活
支

援
を
行
う
相
談
員
と
個
々
の
入
居

者
の
関
係
が
深
ま
っ
た
一
方
、
住

民
同
士
で
つ
な
が
り
助
け
合
う
機

会
を
阻
害
し
た
と
い
う
反
省
が
あ

る
。
ま
た
、
復
興
公
営
住
宅
内
だ

け
を
特
化
し
て
支
援
し
て
い
た
た

め
、
周
辺
地
域
と
う
ま
く
関
係
を

も
て
ず
、
10
年
経
っ
て
周
辺
地
域

と
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
住

宅
が
多
い
。
復
興
公
営
住
宅
へ
の

転
居
期
は
、
入
居
者
同
士
や
周
辺

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
力
を
注
ぎ
、

周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的
な
支

援
体
制
づ
く
り
や
、
住
民
が
地
域

活
動
の
主
体
と
な
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。

次
回
は
、
宝
塚
市
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

震災から丸４年を迎えて思う

ひとりごと

ある街の仮設住宅を訪問しました。以前商店が入っ
ていた建物の中は、何もない空間となっていました。
住宅を歩いてみると、多くの部屋が空室となっていま
す。人気のない仮設住宅の端っこに一人高齢女性が椅
子に腰かけていました。震災から丸４年を迎えようと
している時でした。被災した町の中心部は、急ピッチ
で嵩上げ工事が進められて土砂運搬用のトラックが頻
繁に行き来しています。内陸部には、災害公営住宅が
建ち、入居者の洗濯物が干してありました。

ある町の住民から、災害公営住宅に入居した人の話
として「親しい人もなく、外にはほとんど出ない。と
ても寂しい。」との声も聞こえてきます。

お世話になった支援組織の人達も、年度の変わり目
で異動や退職があり職場の環境も変わっていきます。
自らも被災者で支援者の方は、「私たちも疲れ切って
いる」と心情を話されました。また、震災後、遠方か
ら被災地に入り心のケアに携わってこられた方が、３
月末で休養宣言をされました。

支援員の皆さんは、被災者や町の変化に戸惑いと不
安を抱えて仕事しているのでしょうか？行政の人も、
疲れが滞留して元気が出ないこともあるのではないで
しょうか？

阪神・淡路大震災の時と比べると遅れている復興の
歩み、時間が長引くことによる住民や支援者の気持ち
の変化。誰にも言いづらい、わけのわからない怒りや
悲しみ、虚しさなどが胸の奥に重たく渦巻いているの
ではないでしょうか？　泣いてもいいじゃないです
か。愚痴ってもいいじゃないですか。思いっきり思い
や感情をお互いに、そして一人で外に出してください。
　長い間、一所懸命に頑張ってきたのですから。

新年度になり、サポートセンターに新たに加わったス
タッフの研修に出向く機会がありました。支援する立場
と、支援される立場の違いとは何かを考えさせられました。
「支援」とは何でしょうか。被災者の人たちの悩み

や不安に寄り添い、本人の持つ「力」を信頼して自ら
が抱える課題を克服していくために支えることが支援
でしょうか。

介護では、サービスを提供する立場の人たちからする
と、利用する人は「お客様」ですよね。契約社会では、

「お客様」は「神様」と煽てられるようです。介護に関わ
る人たちに失礼な言い回しですが、そんな傾向もないと
は言えないと思います。

被災者の人たちに寄り添うサポセンの皆さんの姿勢
は、隣人として、同じ住民としての「お節介」を基本に
しています。このお節介の持つ可能性が気に入っています。

被災した人たちに寄り添うイメージは、時代劇の長
屋が原風景。仮設住宅にも重なる風景です。支え合う
ことが出来る距離感、人と人との関係性が近いことに
安心できる人たちには「お節介」は好ましい。もちろ
ん若い連中には、この関係性が「面倒くさい」ことな
のでしょうが…。

でも若い連中に一言、あなたの親が年を重ねるなかで、
人との関係性に配慮していかないといけませんよ。偉そ
うな親爺さんも、日中一人で過ごすことが多くなり、ほ
かに居場所がないと（本人にとても、家族にとっても）困っ
たことが起きやすくなります。

こんな時、今回の研修を受講していた女性の持つ生活
力、お節介力が活かされると思います。地域で寄り添う
ことで、お互いに支えあうという実感を共有できる関係
性を備える人間力に見入ってしまいました。支援者の立
場に囚われない、市井の人の持つ凛とした姿勢に乾杯で
す（女性讃歌、今後も続く？）。

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

お 節 介 の す す め

 サポートセンター行脚

＜支援に関わるための基礎研修～被災者とのコミュニケーション方法や、現場での心構えなどを演習を通じて学ぶ～＞
◎講師：永坂 美晴（明石市望海在宅介護支援センター センター長）、大坂 純（仙台白百合女子大学 人間学部 教授）　ほか

【名取会場】5月26日（火）～ 28 日（木） 仙台法務局名取出張所
◎お問い合わせ先：全国コミュニティライフサポートセンター（ＣＬＣ）
◎電話：０２２‐７２７‐８７３０

平成27年度　宮城県被災者支援従事者研修事業
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☆次号予告 特集「『かわら版』をつくろう」

読 者 の 声

これまでよく考えてきませんでしたが、きっと自分も他人と「ひとつ屋根の下」
の暮らしをすることになるのでしょう。31 号にあるような、あたたかみのある
共同生活を送りたいなと思いましたし、家族にもそのようなところで生活してほ
しいなと思いました。（仙台市宮城野区　Ｓ・Ｓ）

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？

購読会員　年3,696 円（年12 回、送料込み）

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

◎お振込先　　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、

①お届け先の住所　と　②何号からの購読申込み
を記入してください。

購 読 者 を 募 集 し て い ま す ！

編 集 後 記
今月号７ページの「オーリンクハウス」さんにおいて、１回のイベントで最も多くの観客を集め
たのは、 先月号７ページ掲載の「おだずもっこ～ズ」さんだそうです。そのお話から、さまざ
まな活動がそれぞれ多くのつながりをもって支え合っていることを実感できました。（清野）

暮らしを支える支援員

社会福祉法人
多賀城市社会福祉協議会（宮城県多賀城市）

災害公営住宅に
　　「高齢者生活相談所」を開設

多賀城市初の災害公営住宅への入居が始まった2014 年 11月、
市は同敷地内に「復興支えあいセンター」と併設して、「高齢者生活
相談所」を設置した。転居の影響による閉じこもりや孤立化しやすい
高齢者への支援として、生活相談員が常駐して生活相談や定期的
な訪問を行う。この桜木地区災害公営住宅には、４棟に160 世帯・
約 340 人が暮らしており、３分の１が 65 歳以上の高齢者だ。相談
所の運営を受託する多賀城市社会福祉協議会では、民間賃貸借
上住宅（みなし仮設）を含む市内全域の被災者支援を行う「復興支
えあいセンター」の生活支援相談員と復興支援コーディネーター計 14
人のうち3 人を「高齢者生活相談所」へ常駐配置。「高齢者生活相
談所」に専任 配置されている生活相談員１人とともに、連携して活
動しローテーションで双方の運営にあたる。センター長の浦山幸一さん
は、「災害公営住宅の住民はもとより、地域での被災住民一人ひと
りへの安心、安全な自立した暮らしを支援していきたい」と話す。

相談所開設直後は、チラシを住宅内の全世帯に配付しながら挨
拶をして歩いた。当初は４棟ある集合住宅で自分の家の位置を覚え
ることに精いっぱいで、気持ちに余裕のない人も見受けられたとい
う。徐々に「復興支えあいセンター」や「高齢者生活相談所」の存
在が認識されてくると、住宅設備や健康面、介護面の相談が寄せ
られるようになった。今では１日７組の利用者が入れ替わりで相談
所を訪れる日もあり、内容は健康や介護に関すること、住宅設備面、

入居者自治会に関すること、金銭的なことまで多岐に渡る。お茶
のみに立ち寄る人も増えた。「時間の経過とともに個々の悩みが深
刻化していく時期なので、気軽に立ち寄ってもらえる場になれば」と
復興支援コーディネーターの菊地啓

けい

さんは常設のメリットを話す。特
に気になる世帯には、ほかの支援機関と連携しながら訪問等の対
応をしており、「訪問時に玄関先で『上がっていって』と誘われるこ
とが増えてうれしい」と生活相談員の沼倉園子さんは手応えを感じ
ている。

また、「復興支えあいセンター」として、災害公営住宅と周辺地
域が隔絶しないよう、地域サロン「茶屋さくらぎ」を月１回開催。会
場を住宅内集会所と地区集会所で交互に開催し、住民同士が交
流しやすい出会いの場を創出しながら、さらなる住民交流を促す。

今年３月には桜木地区災害公営住宅で自治組織が発足し、地元
の自治会に編入。自治組織から相談を受けて、規約細則づくりの助
言やパソコン入力を手伝った。「あくまでも主役は住民の皆さん。自
治会のできないところを私たちは補うだけ。一緒に寄り添って成長でき
ればと思う」と菊地さんは前を向く。今後の展開に期待が集まる。

太平洋

山形県

岩手県秋田県

宮城県
多賀城市

窓口での相談の様子

高齢者生活相談所
〒985-0842 宮城県多賀城市桜木2丁目4 -1-205
 TEL&FAX 022-355-7065　　OPEN　平日９時～17時
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